
３．整備効果

１．事業概要

※１：総費用、総便益については、基準年（H24年）における現在価値を記入。
※２：便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。

・経済的内部収益率（EIRR）：５．０％

きんき たいじきせい

一般国道４２号 新宮紀宝道路に係る新規事業採択時評価
しんぐうきほう

①防災・災害時の救助活動等

・新宮市～紀宝町間の国道42号は、当該地域の唯一の幹線道路であり、有効な迂
回路が存在しない

・東海・東南海・南海地震の発生時には、現道の国道42号(新宮市～紀宝町:約
9.1㎞)のうち、約４割の区間が津波により浸水し通行不能になると予測(図２)あ

③地域経済・地域社会等

・平成２３年９月の台風１２号では、熊野川の氾濫によって国道４２号が通行止
を余儀なくされ、また、平常時においても慢性的な渋滞が発生し、東紀州地域
間の連携に支障(図２、写真①・②)

効果１ 防災面の効果
＜ネットワークとしての防災面の機能＞（詳細：次ページ）

①主要都市・拠点間の防災機能の向上［◎］
現況 Ｄ → 整備後 Ｂ（一部事業化）

②市町村間等の連結性の向上［◎］
改善度 １．５

＜防災・災害時の救助活動等＞ 【○】
・現行の津波浸水予測区域を回避し、浸水予測区域内を通過する箇所は十分な高さ

を確保することにより、災害時における広域交通ネットワークの安全性・信頼性
を確保（図４）

効果３ 地域経済・地域社会等 【○】
・代替路の確保により、災害時に道路の寸断が回避され、地域間連携を強化

しんぐう きほう

しんぐう きほう

効果２ 住民生活 【◎】
・重篤患者の治療が可能な医療施設への搬送時間が短縮

図４ 計画道路高と最大津波高

紀南病院から新宮市立医療センターへの搬送時間 現況 ３８分 ⇒ 整備後 ３０分

②住民生活

・紀南病院と新宮市立医療センターは、地域の高次医療施設の中心的な役割。特に
新宮市立医療センターは、紀南病院からの重篤患者（心筋梗塞・脳疾患・心疾
患）を受け入れており、搬送時間の速達性確保が課題（図３）

図２ 津波浸水予測区域及び台風による浸水区域

津波浸水予測区域
（三重県：H23．10版、
和歌山県：H25．3版）

【写真①】熊野大橋(国道42号)越水状況（H23.9月 台風12号）
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紀宝バイパス

×：台風12号による通行止め箇所

出典：防災わかやま、防災みえの
津波浸水予測データ

【写真➁】熊野大橋(国道42号)越水状況（H23.9月 台風12号）
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・起 終 点：和歌山県新宮市あけぼの～三重県南牟婁郡紀宝町神内
しんぐうし みなみむろぐん きほうちょう こうのうち

・延 長 等：２．４ｋｍ

・全体事業費：約２１０億円

・計画交通量：約１１，６００台／日

（１種３級、２車線、設計速度８０km/h）

新宮紀宝道路

乗用車 小型貨物 普通貨物

約８，９００台/日 約１，７００台/日 約１，０００台/日

図１ 事業位置図

２．道路交通上の課題
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【写真②】熊野川渡河部の渋滞状況

写真②

至 新宮市

至 紀宝町

（費用対便益）

図３ 重篤患者の救急医療施設への搬送経路
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一般国道42号 新宮紀宝道路に係る新規事業採択時評価
し ん ぐ う き ほ う

３．整備効果 （続き）

①主要都市・拠点間の防災機能の向上 【評価：◎】

●新宮市～熊野市の評価

【現況の評価レベル（近畿・中部地方）】 【整備後の評価レベル（近畿・中部地方） 】≪ネットワーク上のリンクとしての防災評価≫

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → Ｂ（一部事業化）

現 況：主経路（国道42号）
に事前通行規制区間
等があるため、評価
レベルはＤとなる。

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり

（ 部事業化）
整備後：当該事業のルートが

事前通行規制区間等
を避けて計画している
ため、災害危険性は
なく、評価レベルはＢ

※当該リンク全線が整備済と仮定

1,0001,000

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】

D なし なし

【弱点度の計測の例（近畿・中部地方）】 【改善度の計測の例（近畿・中部地方）】

③① ②

なく、評価レ ルは
となる。
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100

10

100

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】

・当該リンク周辺の市町村から、隣接市町村までの到達時間を
計測。

・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネット
ワ ク全体の防災機能向上を評価

③①

当該
リンク

②①

②
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αo

αw
近畿＋中部

ワーク全体の防災機能向上を評価。

全５４２リンク
弱点度（整備前） 弱点度（整備後） 改善度

２９．４ １９．６ １．５
①災害時不通 ： ８３

当該リンク

②①

全５４２リンク

近畿＋中部
①災害時不通 ： ８３
②災害時迂回有り：１９２
③災害時迂回無し：２６７

①改善度が１より大：７１
②改善度が１ ：４７１• 弱点度は、災害時に、通常時と比較して、各市町村から県庁所在地（又は最寄りの高速道路

IC）及び周辺市町村への到達時間が増加する度合いを表し、評価対象リンクを通過する市
町村間等の移動における到達時間の総和の比で計測される。

• 改善度は、整備前後で、各市町村から県庁所在地（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市
町村への到達時間が短縮する度合いを表し、整備前後の弱点度の比で計測される。 10


